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議会広報編集委員会

委 員 長
副委員長
委 　 員
委 　 員
委 　 員

山本  大
岩﨑  武司
山口  太志
岩﨑  清和
三上  幸夫



3月7日～19日[会期]

　令和７年３月定例会は、３月７日から１９日まで１３日間の会期で開かれました。
　工事請負変更契約１件、条例一部改正 12件、人事 2件、令和６年度補正予算３件、令和７
年度当初予算６件すべて可決、同意しました。
　一般質問は４名の議員が登壇しました。 定

例
会

予
算
審
議

一
般
質
問

少
年
議
会

定
例
会

予
算
審
議

一
般
質
問

少
年
議
会

令和 7年当初予算　総額 74億 8,560 万円 可決
一般会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

水道事業会計

下水道事業会計

４５億２,２６０万円

８億５,１４０万円

１億９,６３０万円

７億８,４００万円

３億６,２５０万円

７億６,８８０万円

令和７年度の主な新規事業・拡充事業

町有地施設等管理事業（旧中央保育所跡地公園整備）

町制７０周年記念事業

学校施設移転検討事業

ＧＩＧＡスクール整備事業

７,７８０万円

１,２５１万円

６０万円

３,９５０万円
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議長就任のあいさつ

副議長就任のあいさつ

各委員会の構成

　皆様には日頃より町議会に対しまして、御理解と御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　このたび、令和７年第１回臨時会におきまして、各議員からの推挙により、引き続き議長という
重責をお引き受けすることになりました。職責の重大さを改めて痛感し、身の引き締まる思いです。 
　議長として全力を傾け、町政発展のため一致団結し、公正かつ円滑な議会運営に取り組んでま
いります。
　さて、由良町を取り巻く環境は、厳しい財政状況の中で、人口減少や
少子高齢化、防災対策の充実強化、空き家対策、地域コミュニティの
衰退など多くの課題を抱えております。
　町議会といたしましても、町民の皆様の声に耳を傾け、町が抱えている
様々な課題の解決に向けて、議員一人ひとりが住民福祉の向上に寄与
できるよう全力を尽くしてまいります。
　町民の皆様におかれましては、町議会に対し、より一層の御理解と
御協力を賜りますようお願い申し上げます。

　このたびの議会臨時会におきまして、議員各位の御推挙により副議長
に就任いたしました。その責務の重さに身が引き締まる思いであります。
　今後は、副議長の職務を遂行するとともに、玉置議長を支え、町政の
推進及び議会の円滑な運営に努めてまいりたいと思います。
　町民の皆様の温かい御支援、御指導をお願い申し上げまして、副議長
就任の御挨拶といたします。

議長 玉置　一郎

副議長 山本　大

委員会名
総務文教常任委員会
産建厚生常任委員会

委 員 長
山口太志
野田　悟

副委員長
岩﨑武司
三好章五

岩﨑清和
森三枝子
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三上幸夫
川出　純
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 由良町監査委員 三上幸夫

【事務組合議会議員】
 御坊広域行政事務組合議会議員

 御坊市外五ヶ町病院経営事務組合議会議員

 日高広域消防事務組合議会議員 

御坊日高老人福祉施設事務組合議会議員

 和歌山県後期高齢者医療広域連合議会議員

玉置一郎

山本　大

山口太志

野田　悟

玉置一郎

722

監査委員・各種事務組合の議員

同意 同意
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 由良町監査委員 三上幸夫
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監査委員・各種事務組合の議員

同意 同意



　【三上議員】今年度は 1,385 万円、来年度は 1,277 万円、昨年改
定したばかりなのにまた今回も改定するのか。

　【総務政策課副課長】県の総合戦略が 1年延長され、計画策定を
進められています。町の第 2期総合戦略についても 1年間の期間
延長をし、多様な世の中の変化などに応じて新たな策定をします。

問
答

総合戦略委託料 1,277万円

　【三上議員】令和 6年度と比較すると、ふるさと納税業務委託料は 1,240 万円から 3,600 万円、
約 3倍に増えています。その増減理由は。

　【総務政策課副課長】令和 7年度、契約業者、契約内容を変更します。
　ポータルサイト管理運営、返礼品の調達、発送すべての手続きをしてもらいます。

問

　【三上議員】推奨産品とは、どういう規
定があるのか。問

答

　【産業振興課副課長兼観光推進室長】
由良町の推奨産品は、町内で事業を営む
個人または法人、その他の団体が町内に
おいて生産、加工及び企画販売等を行う
ような商品を登録しています。

答

ふるさと納税業務委託料 3,623 万円

定
例
会

予
算
審
議

一
般
質
問

少
年
議
会

定
例
会

予
算
審
議

一
般
質
問

少
年
議
会

45

令和7年5月

　【三上議員】由良町が豊かになるために、
①交付金を何とか工夫して、もっと増やしてもらうことができないか。
②普通交付税、特別交付税、どこが違うのか。
③どうしたら交付金がもらえるか。
　3点について答弁を。

　【総務政策課長】
①人口が増えた場合、交付税は増えます。
②普通交付税は、市町村の規模によって算出、基準財政需要額から基準財政収入額を引いた分です。 
　特別交付税は、市町村の事情により特別な部分が算入されます。
③基準に応じて、国で配分されて交付されます。

問

答

一般会計　歳入

　【山本議員】白崎海洋公園の損失補償金 600 万円はいつまで支払うのか。問

白崎海洋公園・損失補償金 600万円

　【産業振興課副課長兼観光推進室長】指定管理の期間は５年間と定まっております。
　安全対策工事の予算を計上し、工事を施工することになれば当然補償はなくなります。答

　【産業振興課副課長兼観光推進室長】指定管理事業は令和５年度から始まりましたが、その後、
落石があり、オートキャンプ場並びにフリーサイトの部分が使えなくなっております。
　町が安全対策工事を実施するまで支払いすると考えています。

答
　【山本議員】安全対策工事が始まるまでは、いつまでも６００万円を支払い続けるということ
ですか。問

　【産業振興課副課長兼観光推進室長】令和５年度にも営業収益に赤字が出ております。
　令和６年度も予測値では収益はプラスに転じることはありません。実際、営業面でマイナス
が響いているのは、キャンプ場のエリアに対するキャンプ収益が見込めないということです。

答

　【山口議員】補償金を６００万円と決めた当時の営業と、現在営業している企業の収益が変わっ
ているのだから、現在の売上で算定するべきでは。問

　【産業振興課副課長兼観光推進室長】場所につきましては検討しているところですが、今のと
ころは見合わせています。答

　【山本議員】キャンプ場の場所は変えることができないのか。問

1
2

3
4

5

6
7

8
9

1
2

3
4

5

一般会計　歳出

一般会計　歳出

　【三好議員】①今後、公園の維持管理は。
　②公園内のトイレはどのような設計にするのか。

　【町長】①維持管理については、地元区と協議を行いたい。
　【総務政策課長】②トイレの設計は、ユニットを利用し、極力設計
額を抑えます。

問
答

旧中央保育所跡地公園整備工事費 7,500万円
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答

ふるさと納税業務委託料 3,623 万円
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　【三上議員】由良町が豊かになるために、
①交付金を何とか工夫して、もっと増やしてもらうことができないか。
②普通交付税、特別交付税、どこが違うのか。
③どうしたら交付金がもらえるか。
　3点について答弁を。

　【総務政策課長】
①人口が増えた場合、交付税は増えます。
②普通交付税は、市町村の規模によって算出、基準財政需要額から基準財政収入額を引いた分です。 
　特別交付税は、市町村の事情により特別な部分が算入されます。
③基準に応じて、国で配分されて交付されます。

問

答

一般会計　歳入

　【山本議員】白崎海洋公園の損失補償金 600 万円はいつまで支払うのか。問

白崎海洋公園・損失補償金 600万円

　【産業振興課副課長兼観光推進室長】指定管理の期間は５年間と定まっております。
　安全対策工事の予算を計上し、工事を施工することになれば当然補償はなくなります。答

　【産業振興課副課長兼観光推進室長】指定管理事業は令和５年度から始まりましたが、その後、
落石があり、オートキャンプ場並びにフリーサイトの部分が使えなくなっております。
　町が安全対策工事を実施するまで支払いすると考えています。

答
　【山本議員】安全対策工事が始まるまでは、いつまでも６００万円を支払い続けるということ
ですか。問

　【産業振興課副課長兼観光推進室長】令和５年度にも営業収益に赤字が出ております。
　令和６年度も予測値では収益はプラスに転じることはありません。実際、営業面でマイナス
が響いているのは、キャンプ場のエリアに対するキャンプ収益が見込めないということです。

答

　【山口議員】補償金を６００万円と決めた当時の営業と、現在営業している企業の収益が変わっ
ているのだから、現在の売上で算定するべきでは。問

　【産業振興課副課長兼観光推進室長】場所につきましては検討しているところですが、今のと
ころは見合わせています。答

　【山本議員】キャンプ場の場所は変えることができないのか。問

1
2

3
4

5

6
7

8
9

1
2

3
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5

一般会計　歳出

一般会計　歳出

　【三好議員】①今後、公園の維持管理は。
　②公園内のトイレはどのような設計にするのか。

　【町長】①維持管理については、地元区と協議を行いたい。
　【総務政策課長】②トイレの設計は、ユニットを利用し、極力設計
額を抑えます。

問
答

旧中央保育所跡地公園整備工事費 7,500万円
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令和7年5月

　【地域整備課副課長】現状を確認して、予算を立てて計
画をしていきたい。答

　【三上議員】町道①－3号線舗装道路のセンターライン、
側線は引き続き、引かないのか。問

土木費 道路維持費 3,500 万円

　【地域整備課副課長】1回 51万円で 7回分の想定です。答

　【山本議員】この 360 万円の借上料の算定内容は。問

　【地域整備課副課長】1回当たり、70ｔレッカーと作業員 8名分です。答

　【山本議員】50万円もいるのですか。詳細は。問

　【参事・地域整備課長】8名は非常に多いように思いますが、その他いろいろな作業があるので、
8名分を計上しています。答

　【山本議員】なぜ 70ｔレッカーと、8名も人件費が必要なのか。問

港湾管理費 レッカー車借上料 360 万円

　【教育課長】前回令和３年度に導入し、今年度までの 5年間の耐用年数で国、県が定めています。
　新しい端末は、来年度から学校現場で子供たちが使える状況になる予定です。答

　【教育課長】小学校は児童数の減少により白崎コースで中型バス 2
台から 1台に、逆に中学校は衣奈方面のジャンボタクシーから小型
バスに変わったため増額になっております。

答

　【野田議員】小学校は約 740 万円下がり、逆に中学校は約 330 万
円上がっている、その理由は。問

　【野田議員】タブレット端末購入費に 2,451 万円とあるが、買ってまだ新しいのではないか。
　耐用年数をどのくらいで設定しているのか。問

教育費 備品購入費 2,451 万円

教育費 小中学校スクールバス運行委託料 4,176 万円

特別会計

　【岩﨑（武）議員】いわゆる団塊の世代の方々が、後期高齢者医療保険に加入されました。
　今まで加入していた健康保険では、総合健診の他、人間ドック健診も受診できていましたが、
現状由良町ではそれができません。
　受診できるようにと声が上がっているが。

　【住民福祉課長】由良町の後期高齢者医療における健康診査の受診率は県内でも上位の方で、
もし、人間ドックを実施しますと約 1万円の個人負担が生じます。
　今後、この受診率が下がってきた場合、検討します。

問

答

後期高齢者医療広域連合納付金 1 億9,477 万円

　【岩﨑（武）議員】昨年度より 650 万円削られて
いるが、介護予防及び生活支援サービスの質の低下
につながらないか。

　【住民福祉課長】前年度また今年度の実績支払を
勘案していますので、サービスには変わりないと
思っています。

問

答

介護予防・生活支援サービス事業費 1,950 万円

一般会計　歳出一般会計　歳出

　【山口議員】バス・タクシー運賃助成金の予算額が昨年度より
230 万円増えている理由は。

　【住民福祉課長】昨年は、80歳以上の高齢者の方を対象にしていま
したが、令和６年８月から 75歳以上の高齢者に年齢を引き下げました。

問
答

社会福祉費 バス・タクシー助成金 923 万円

　【山口議員】令和 7年度農業振興事業補助金は 2,888 万円、水産業振興事業補助金の予算は
166 万円。今後、漁業者から要望があれば予算を計上してもらえるのか。

　【参事・産業振興課長】漁業者からの要望内容にもよりますが、検討はさせていただきます。

問
答

水産業振興事業補助金 166 万円
70 t レッカー車（イメージ）

町道①－3 号線
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令和7年5月

三上　幸夫
議員

みかみ　　     ゆきお　 

野田　悟
議員

のだ　    さとし

山口　太志
議員

やまぐち　　　 ふとし

森　三枝子
議員

もり      　　 みえこ　  　　

1
2

4
3

臨時議会　令和 7年 2月 28 日

令和 6年度由良町一般会計補正予算
歳入歳出予算の補正額 3,380 万円追加　総額 43億 6,230 万円

物価高騰対応重点支援給付金 3,380 万円　（令和 6年度住民税非課税世帯）

可決

　【三好議員】企業版ふるさと納税の相手方は？

　【総務政策課副課長】由良町に本社をおかない企
業が寄付する制度、今回は、紀陽銀行が取引先の企
業へご紹介いただき、マッチングしました。

問
答

　【野田議員】なぜ、業務委託費 220 万円も要する
のか。

　【総務政策課副課長】マッチングいただいた紀陽
銀行に対する業務委託料で、寄付額に応じて業務委
託料を支払いました。

問
答

　【三好議員】いただいた寄付を計画的に活用してほ
しい。

　【総務政策課長】町民生活の利便性の向上で、庁舎
と社会福祉協議会のエレベーターを改修しました。

問
答

議案審議

企業版ふるさと納税 1,000 万円

由良町役場エレベーター①

由良町役場エレベーター②由良町役場エレベーター③
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わ
が
町
も
、
能
登
半
島
と
地
形
が
似
て
い
る

こ
と
か
ら
、
防
災
道
の
駅
の
構
想
・
構
築
を
考

え
て
は
。

議
員

　
国
道
　
号
線
の
改
良
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
な

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
早
期
事
業
化
に
向
け
た
要
望
に
全
議
員
で
陳

情
に
行
く
の
は
。

議
員

　
今
年
度
は
由
良
町
施
行
　
周
年
で
す
。

　
由
良
町
が
　
周
年
を
迎
え
る
た
め
に
も
、
今

か
ら
町
づ
く
り
の
た
め
の
計
画
を
立
て
る
べ
き

だ
と
考
え
る
が
。

町
づ
く
り
・

防
災
道
の
駅
に
つ
い
て

議
員

　
和
歌
山
県
下
　
市
町
村
に
お
い
て
、総
合
計
画

の
基
本
計
画
を
策
定
さ
れ
て
い
な
い
の
は
由
良

議
員

　
本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
由
良
町
総
合
戦
略

に
、
４
つ
の
基
本
目
標
と
そ
の
基
本
目
標
ご
と

に
３
つ
の
基
本
的
方
向
・
　
を
設
定
し
、
そ
れ

ら
の
基
本
的
目
標
に
基
づ
き
、
様
々
な
事
業
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

町
長

　
和
歌
山
県
の
動
向
や
県
内
の
他
市
町
村
の
現

状
等
も
踏
ま
え
検
討
し
た
結
果
、
新
た
な
総
合

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
議
員
が
言
わ
れ
る
町
づ
く
り
の
た
め
の
計
画

の
策
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
な
総
合
計
画

の
策
定
が
完
了
し
た
後
、
総
合
計
画
と
の
整
合

性
等
を
図
り
な
が
ら
、
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

町
長

　
由
良
町
が
防
災
道
の
駅
を
計
画
し
た
い
と
申

し
ま
し
て
も
、
和
歌
山
県
や
国
土
交
通
省
が
活

動
拠
点
と
し
て
、
由
良
町
に
必
要
と
認
め
な
け

れ
ば
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
た
が
っ
て
、
由
良
町
に
防
災
道
の
駅
を
計

画
す
る
こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

町
長

　
和
歌
山
県
や
近
畿
地
方
整
備
局
と
相
談
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
の
が
一
番
の
や
り
方
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、私
も
要
望
活
動
に
行
か
せ
て
も
ら
っ

て
、
思
い
の
丈
を
ぶ
ち
ま
け
て
お
り
ま
す
。

　「
早
く
し
て
く
れ
、
町
民
の
悲
願
な
ん
で
す
」

と
い
う
こ
と
を
毎
回
毎
回
訴
え
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
早
期
着
工
に
向
か
う
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ト
ン
ネ
ル
と

工
事
の
イ
ラ
ス
ト

ボ
ー
リ
ン
グ
の
イ
ラ
ス
ト

も
し
く
は42

号
の
写
真

町
長

町
だ
け
で
す
。

　
新
た
な
総
合
計
画
を
策
定
す
る
と
聞
き
ま
し

た
が
、
今
年
度
中
に
策
定
で
き
る
の
か
。

山口　太志
議員

やまぐち　　　　ふとし

　
具
体
的
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
種
店

舗
や
団
体
が
出
店
す
る
マ
ル
シ
ェ
と
か
、
音
楽

等
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
る
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
が
一
体
と
な
っ
た
も
の
、
そ
し
て
、

町
長

　
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
た
後
、
復
興
に
時

間
が
か
か
り
す
ぎ
る
と
、
住
民
や
企
業
が
町
を

離
れ
る
事
態
を
招
く
な
ど
、
地
域
の
活
力
が
失

わ
れ
、
町
の
存
続
が
危
う
く
な
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

　
被
災
地
に
お
い
て
、
住
民
が
意
欲
を
持
っ
て

働
き
、
暮
ら
す
た
め
に
は
、
迅
速
に
町
の
復
興

を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
今
後
は
、
各
地
区
の
事
前
策
定
復
興
計
画
の

策
定
が
完
了
し
た
後
、
本
町
全
体
の
事
前
策
定

復
興
計
画
を
見
直
し
て
い
く
予
定
で
す
。

町
長

事
前
策
定
復
興
計
画
に
つ
い
て

2

由
良
町

　周
年
記
念
事
業
に
つ

い
て

1
　
一
般
会
計
に
由
良
町
　
周
年
記
念
事
業
関
連

の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
状
で
は

国
道
筋
に
　
周
年
の
旗
が
あ
る
の
み
で
、
ど
の

よ
う
な
事
業
を
予
定
し
て
い
る
の
か
よ
く
わ
か

り
ま
せ
ん
。

　
今
定
例
会
で
　
周
年
記
念
事
業
の
内
容
を
発

表
さ
れ
て
は
。

議
員

　
事
前
策
定
復
興
計
画
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
ば
か
り
し
て
い
な
い
で
、
目
の
前
に
災
害
が

起
き
た
と
考
え
て
門
前
地
区
や
畑
、
中
地
区
に

学
校
や
役
場
や
公
民
館
、
ま
た
一
般
の
人
も
移

転
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
は
。

町
内
の
事
業
者
、
ま
た
由
良
町
に
ゆ
か
り
の
あ

る
方
々
に
も
、
ぜ
ひ
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員

森　三枝子
議員
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わ
が
町
も
、
能
登
半
島
と
地
形
が
似
て
い
る

こ
と
か
ら
、
防
災
道
の
駅
の
構
想
・
構
築
を
考

え
て
は
。

議
員

　
国
道
　
号
線
の
改
良
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
な

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
早
期
事
業
化
に
向
け
た
要
望
に
全
議
員
で
陳

情
に
行
く
の
は
。

議
員

　
今
年
度
は
由
良
町
施
行
　
周
年
で
す
。

　
由
良
町
が
　
周
年
を
迎
え
る
た
め
に
も
、
今

か
ら
町
づ
く
り
の
た
め
の
計
画
を
立
て
る
べ
き

だ
と
考
え
る
が
。

町
づ
く
り
・

防
災
道
の
駅
に
つ
い
て

議
員

　
和
歌
山
県
下
　
市
町
村
に
お
い
て
、総
合
計
画

の
基
本
計
画
を
策
定
さ
れ
て
い
な
い
の
は
由
良

議
員

　
本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
由
良
町
総
合
戦
略

に
、
４
つ
の
基
本
目
標
と
そ
の
基
本
目
標
ご
と

に
３
つ
の
基
本
的
方
向
・
　
を
設
定
し
、
そ
れ

ら
の
基
本
的
目
標
に
基
づ
き
、
様
々
な
事
業
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

町
長

　
和
歌
山
県
の
動
向
や
県
内
の
他
市
町
村
の
現

状
等
も
踏
ま
え
検
討
し
た
結
果
、
新
た
な
総
合

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
議
員
が
言
わ
れ
る
町
づ
く
り
の
た
め
の
計
画

の
策
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
な
総
合
計
画

の
策
定
が
完
了
し
た
後
、
総
合
計
画
と
の
整
合

性
等
を
図
り
な
が
ら
、
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

町
長

　
由
良
町
が
防
災
道
の
駅
を
計
画
し
た
い
と
申

し
ま
し
て
も
、
和
歌
山
県
や
国
土
交
通
省
が
活

動
拠
点
と
し
て
、
由
良
町
に
必
要
と
認
め
な
け

れ
ば
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
た
が
っ
て
、
由
良
町
に
防
災
道
の
駅
を
計

画
す
る
こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

町
長

　
和
歌
山
県
や
近
畿
地
方
整
備
局
と
相
談
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
の
が
一
番
の
や
り
方
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、私
も
要
望
活
動
に
行
か
せ
て
も
ら
っ

て
、
思
い
の
丈
を
ぶ
ち
ま
け
て
お
り
ま
す
。

　「
早
く
し
て
く
れ
、
町
民
の
悲
願
な
ん
で
す
」

と
い
う
こ
と
を
毎
回
毎
回
訴
え
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
早
期
着
工
に
向
か
う
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ト
ン
ネ
ル
と

工
事
の
イ
ラ
ス
ト

ボ
ー
リ
ン
グ
の
イ
ラ
ス
ト

も
し
く
は42

号
の
写
真

町
長

町
だ
け
で
す
。

　
新
た
な
総
合
計
画
を
策
定
す
る
と
聞
き
ま
し

た
が
、
今
年
度
中
に
策
定
で
き
る
の
か
。

山口　太志
議員

やまぐち　　　　ふとし

　
具
体
的
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
種
店

舗
や
団
体
が
出
店
す
る
マ
ル
シ
ェ
と
か
、
音
楽

等
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
る
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
が
一
体
と
な
っ
た
も
の
、
そ
し
て
、

町
長

　
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
た
後
、
復
興
に
時

間
が
か
か
り
す
ぎ
る
と
、
住
民
や
企
業
が
町
を

離
れ
る
事
態
を
招
く
な
ど
、
地
域
の
活
力
が
失

わ
れ
、
町
の
存
続
が
危
う
く
な
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

　
被
災
地
に
お
い
て
、
住
民
が
意
欲
を
持
っ
て

働
き
、
暮
ら
す
た
め
に
は
、
迅
速
に
町
の
復
興

を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
今
後
は
、
各
地
区
の
事
前
策
定
復
興
計
画
の

策
定
が
完
了
し
た
後
、
本
町
全
体
の
事
前
策
定

復
興
計
画
を
見
直
し
て
い
く
予
定
で
す
。

町
長

事
前
策
定
復
興
計
画
に
つ
い
て

2

由
良
町

　周
年
記
念
事
業
に
つ

い
て

1
　
一
般
会
計
に
由
良
町
　
周
年
記
念
事
業
関
連

の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
状
で
は

国
道
筋
に
　
周
年
の
旗
が
あ
る
の
み
で
、
ど
の

よ
う
な
事
業
を
予
定
し
て
い
る
の
か
よ
く
わ
か

り
ま
せ
ん
。

　
今
定
例
会
で
　
周
年
記
念
事
業
の
内
容
を
発

表
さ
れ
て
は
。

議
員

　
事
前
策
定
復
興
計
画
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
ば
か
り
し
て
い
な
い
で
、
目
の
前
に
災
害
が

起
き
た
と
考
え
て
門
前
地
区
や
畑
、
中
地
区
に

学
校
や
役
場
や
公
民
館
、
ま
た
一
般
の
人
も
移

転
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
は
。

町
内
の
事
業
者
、
ま
た
由
良
町
に
ゆ
か
り
の
あ

る
方
々
に
も
、
ぜ
ひ
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
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水
越
峠
周
辺
を
見
ま
す
と
、
急
斜
面
の
山
を

削
り
、
山
裾
を
縫
う
よ
う
に
国
道
が
造
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
能
登
半
島
地
震
で
は
、
多
数
の
箇
所
が
崩
壊

し
通
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
県
の
緊
急
輸
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
に
載
っ

て
い
る
主
要
道
路
が
、
い
ま
だ
に
調
査
以
上
に

進
ん
で
い
な
い
。
要
望
方
法
等
を
見
直
し
て
は
。

国
道

　号

　水
越
峠
改
良
促
進

に
つ
い
て
42

議
員

　
山
口
県
豊
北
町
の
角
島
大
橋
（
全
長
　
）

は
、
全
島
民
1,
0
0
0
人
が
一
丸
と
な
り
要

望
活
動
を
行
い
　
年
で
完
成
に
至
っ
た
。

　
見
習
う
と
こ
ろ
は
見
習
い
、
初
心
に
戻
り
、
早

く
実
現
を
図
る
た
め
、
オ
ー
ル
由
良
町
の
願
い
を

届
け
ら
れ
る
よ
う
な
要
望
活
動
が
必
要
で
は
。

議
員

　
子
ど
も
た
ち
は
将
来
、
日
本
の
未
来
を
背
負
っ
て

い
く
こ
と
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
、
英
語
は
国
際
共

通
語
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
で
勉
強
し
た
こ
と
の
成
果
を
見
る
た

め
に
も
英
語
技
能
検
定
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
英
語
技
能
検
定
の
無
償
化
を
。

議
員

　
近
年
で
は
、
令
和
６
年
度
の
能
登
半
島
地
震

を
踏
ま
え
た
内
容
を
要
望
書
に
追
記
す
る
等
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
も
対
応
し
、
由
良
町
・
広

川
町
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
和
歌
山
県
に

と
っ
て
紀
南
方
面
へ
の
唯
一
の
幹
線
道
路
で
あ

る
こ
と
か
ら
高
速
道
路
と
直
轄
国
道
の
ダ
ブ
ル

町
長

　
今
後
は
、
町
民
の
皆
様
、
町
内
の
企
業
様
も

含
め
「
オ
ー
ル
由
良
町
・
広
川
町
」
で
一
体
と

な
り
、
悲
願
で
あ
る
事
業
化
に
向
け
て
機
運
を
よ
り

一
層
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
今
後
と
も
、
多
く
の
関
係
者
の
方
々
に
お
力
添
え

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
要
望
活
動
に
邁
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

町
長

　
中
学
校
に
お
い
て
、
生
徒
が
継
続
的
、
意
欲
的
に

英
語
力
を
身
に
付
け
て
い
く
た
め
に
は
、
英
語
技
能

検
定
の
実
施
、
検
定
料
の
無
償
化
に
つ
い
て
は
十
分

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
長

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
の
重
要
性
も

訴
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
要
望
活
動
時
に
は
、
国
土
交
通
省
か

ら
は
「
し
っ
か
り
進
め
て
い
く
」
と
の
前
向
き

な
お
言
葉
も
い
た
だ
い
て
お
り
、
着
実
に
事
業

化
に
向
け
前
進
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

野田　悟
議員

のだ　 　  さとし

　
昨
年
５
月
　
日
、
避
難
所
運
営
訓
練
を
体
育

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
自
主
防
災
協
議
会
と
連

携
し
実
施
し
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
段

ボ
ー
ル
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
使
っ
た
居
住
空

間
の
区
画
整
理
訓
練
、
様
々
な
避
難
者
を
想
定

町
長

防
災
対
策
に
つ
い
て

1
　
最
近
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
東
南
海
沖
地
震
の
確

率
が
　
％
か
ら
　
％
に
上
が
り
ま
し
た
。

　
各
地
区
も
高
齢
化
が
進
み
、
防
災
に
お
い
て

消
防
団
員
の
方
と
町
職
員
が
頼
り
で
す
。

　
町
職
員
の
机
上
訓
練
と
、
土
の
う
作
り
な
ど

を
新
聞
で
見
ま
し
た
が
、
こ
の
程
度
で
良
い
と

思
っ
て
い
ま
す
か
。

　
も
っ
と
実
際
に
役
立
つ
訓
練
が
あ
る
は
ず

で
、住
民
と
一
緒
に
行
っ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

議
員70

25

　
本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
災
害
時
初
動
体
制

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
お
り
、
地
震
、
風
水

害
、
そ
の
他
の
災
害
に
お
い
て
、
警
戒
体
制
、

配
備
体
制
及
び
災
害
対
策
本
部
の
設
置
基
準
を

定
め
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
参
集
す
る
職
員
の
範
囲
や
基
準
を
設

け
て
お
り
ま
す
。

町
長

　
広
く
住
民
の
意
見
を
聴
取
す
る
た
め
に
、
和
歌
山

大
学
や
摂
南
大
学
、
広
島
大
学
な
ど
の
協
力
を
得
て

策
定
に
あ
た
っ
て
お
り
、
各
地
区
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
実
施
し
、
町
民
の
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、

各
地
区
の
実
情
に
応
じ
て
別
途
定
め
て
い
き
ま
す
。

　
全
体
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
区
の
事
前
策
定

復
興
計
画
を
踏
ま
え
、
見
直
し
て
い
く
予
定
で
す
。

町
長

　
少
年
議
員
の
提
案
・
要
望
は
素
晴
ら
し
い
も
の

だ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
本
当
に
実

現
し
て
い
け
る
も
の
、
ま
た
、
じ
っ
く
り
と
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
実
現
可

能
な
こ
と
は
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
実
現
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長

少
年
議
会
に
つ
い
て

22

し
た
受
付
訓
練
、
土
の
う
作
成
訓
練
、
毛
布
を

利
用
し
た
簡
易
担
架
の
製
作
訓
練
、「
地
震
体

験
車
ご
り
ょ
う
君
」
の
地
震
体
験
な
ど
の
訓
練

で
あ
り
ま
し
た
。

　
職
員
の
休
日
中
の
招
集
は
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

議
員

　
事
前
策
定
復
興
計
画
作
成
に
係
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
、
５
月
に
糸
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
、　
月
に
は
白
崎
会
館
で
吹
井
４
区

合
同
の
事
前
策
定
復
興
計
画
と
津
波
災
害
の
住

宅
地
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た

が
、
ゲ
ー
ム
感
覚
の
内
容
で
町
全
体
と
し
て
こ

れ
を
生
か
せ
ら
れ
る
の
か
。

　
ど
の
よ
う
に
し
て
ま
と
め
る
の
か
。

議
員

　
由
良
町
の
未
来
を
託
す
彼
ら
の
意
見
を
町
政
に
生

か
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

議
員

12

80

1.8

17

km

英
語
技
能
検
定
の
検
定
料
無
償
化

に
つ
い
て

水越峠（2017 年 1 月 24 日）

1



三上　幸夫
議員

みかみ　　     ゆきお　 

定
例
会

予
算
審
議

一
般
質
問

少
年
議
会

定
例
会

予
算
審
議

一
般
質
問

少
年
議
会

1213

令和7年5月

　
水
越
峠
周
辺
を
見
ま
す
と
、
急
斜
面
の
山
を

削
り
、
山
裾
を
縫
う
よ
う
に
国
道
が
造
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
能
登
半
島
地
震
で
は
、
多
数
の
箇
所
が
崩
壊

し
通
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
県
の
緊
急
輸
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
に
載
っ

て
い
る
主
要
道
路
が
、
い
ま
だ
に
調
査
以
上
に

進
ん
で
い
な
い
。
要
望
方
法
等
を
見
直
し
て
は
。

国
道

　号

　水
越
峠
改
良
促
進

に
つ
い
て
42

議
員

　
山
口
県
豊
北
町
の
角
島
大
橋
（
全
長
　
）

は
、
全
島
民
1,
0
0
0
人
が
一
丸
と
な
り
要

望
活
動
を
行
い
　
年
で
完
成
に
至
っ
た
。

　
見
習
う
と
こ
ろ
は
見
習
い
、
初
心
に
戻
り
、
早

く
実
現
を
図
る
た
め
、
オ
ー
ル
由
良
町
の
願
い
を

届
け
ら
れ
る
よ
う
な
要
望
活
動
が
必
要
で
は
。

議
員

　
子
ど
も
た
ち
は
将
来
、
日
本
の
未
来
を
背
負
っ
て

い
く
こ
と
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
、
英
語
は
国
際
共

通
語
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
で
勉
強
し
た
こ
と
の
成
果
を
見
る
た

め
に
も
英
語
技
能
検
定
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
英
語
技
能
検
定
の
無
償
化
を
。

議
員

　
近
年
で
は
、
令
和
６
年
度
の
能
登
半
島
地
震

を
踏
ま
え
た
内
容
を
要
望
書
に
追
記
す
る
等
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
も
対
応
し
、
由
良
町
・
広

川
町
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
和
歌
山
県
に

と
っ
て
紀
南
方
面
へ
の
唯
一
の
幹
線
道
路
で
あ

る
こ
と
か
ら
高
速
道
路
と
直
轄
国
道
の
ダ
ブ
ル

町
長

　
今
後
は
、
町
民
の
皆
様
、
町
内
の
企
業
様
も

含
め
「
オ
ー
ル
由
良
町
・
広
川
町
」
で
一
体
と

な
り
、
悲
願
で
あ
る
事
業
化
に
向
け
て
機
運
を
よ
り

一
層
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
今
後
と
も
、
多
く
の
関
係
者
の
方
々
に
お
力
添
え

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
要
望
活
動
に
邁
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

町
長

　
中
学
校
に
お
い
て
、
生
徒
が
継
続
的
、
意
欲
的
に

英
語
力
を
身
に
付
け
て
い
く
た
め
に
は
、
英
語
技
能

検
定
の
実
施
、
検
定
料
の
無
償
化
に
つ
い
て
は
十
分

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
長

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
の
重
要
性
も

訴
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
要
望
活
動
時
に
は
、
国
土
交
通
省
か

ら
は
「
し
っ
か
り
進
め
て
い
く
」
と
の
前
向
き

な
お
言
葉
も
い
た
だ
い
て
お
り
、
着
実
に
事
業

化
に
向
け
前
進
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

野田　悟
議員

のだ　 　  さとし

　
昨
年
５
月
　
日
、
避
難
所
運
営
訓
練
を
体
育

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
自
主
防
災
協
議
会
と
連

携
し
実
施
し
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
段

ボ
ー
ル
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
使
っ
た
居
住
空

間
の
区
画
整
理
訓
練
、
様
々
な
避
難
者
を
想
定

町
長

防
災
対
策
に
つ
い
て

1
　
最
近
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
東
南
海
沖
地
震
の
確

率
が
　
％
か
ら
　
％
に
上
が
り
ま
し
た
。

　
各
地
区
も
高
齢
化
が
進
み
、
防
災
に
お
い
て

消
防
団
員
の
方
と
町
職
員
が
頼
り
で
す
。

　
町
職
員
の
机
上
訓
練
と
、
土
の
う
作
り
な
ど

を
新
聞
で
見
ま
し
た
が
、
こ
の
程
度
で
良
い
と

思
っ
て
い
ま
す
か
。

　
も
っ
と
実
際
に
役
立
つ
訓
練
が
あ
る
は
ず

で
、住
民
と
一
緒
に
行
っ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

議
員70
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時
初
動
体
制
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ニ
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風
水
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他
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災
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に
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て
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警
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体
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、

配
備
体
制
及
び
災
害
対
策
本
部
の
設
置
基
準
を

定
め
て
お
り
ま
す
。
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。
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令和7年5月

安達颯柊

由
良
町
で
初
の
少
年
議
会

小
中
高
生

　人
が
一
般
質
問

15

　「
由
良
町
少
年
議
会
」
が
２
月

　
日
、
町
議
会
議
場
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
町
の
政
治
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
や
、
若
い
世
代

の
声
を
政
策
に
反
映
し
よ
う
と
、

町
が
令
和
５
年
度
か
ら
少
年
議

員
を
募
集
。

　
令
和
５
年
度
に
１
期
生
５
議

員
、
令
和
６
年
度
に
　
議
員
が

立
候
補
し
、
小
学
６
年
生
か
ら

高
校
（
高
専
含
む
）
２
年
生
ま

で
の
総
勢
　
議
員
が
、
こ
れ
ま

で
県
外
視
察
な
ど
を
行
い
な
が

ら
町
へ
の
提
言
を
考
え
、
今
回
、

一
般
質
問
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
遊
び
場
や
　
紀
伊

由
良
駅
の
活
性
化
、
空
き
校
舎

や
空
き
家
利
用
な
ど
様
々
な
課

題
に
つ
い
て
、
町
執
行
部
へ
疑

問
を
投
げ
か
け
、
若
者
ら
し
い

斬
新
な
政
策
や
意
見
、
要
望
な

ど
町
の
未
来
に
つ
い
て
活
発
な

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
少
年
議
員
の
質
問
に
対
し
て
、

山
名
町
長
や
寒
川
教
育
長
が
丁

寧
に
現
状
や
今
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
説
明
し
、
問
題
点
を
交

え
な
が
ら
議
員
　
人
か
ら
の
提

案
に
つ
い
て
真
摯
に
答
弁
を
し
、

今
後
検
討
し
て
い
く
意
向
を
示

し
ま
し
た
。

　
少
年
議
員
の
１
期
生
と
な
る

高
校
生
５
人
は
今
回
の
議
会
で

活
動
を
終
え
、
残
る
　
人
は
引

き
続
き
活
動
を
続
け
て
い
き
ま

す
。

16

10

10

15

15

JR

 あだち　 ふうと

議員

「お化け屋敷で
 　　  由良町を明るく」

「楽器で由良町を
 　　　  明るく楽しく」

「空き校舎を使った
　　　　   学びの場を」

「子どもの遊び場
 　　　　　  について」

「JR紀伊由良駅
 　　　　　  について」

「子どもの
新しい遊び場の設置を」「由良町に水族館を」

「町民みんなが
　　　楽しめる場所を」

「通学に係る
　電車の増便について」

「通学路等への
　街灯の設置について」「空き家の利用について」「釣り大会の開催を」 「中学校屋内運動場の

エアコン設置について」
「駅前の
　朝の危険性について」

「駅周辺の
　　　活性化について」

山名町長の答弁議員席と傍聴席

（小６）
岡孝之輔
おか  こうのすけ

議員
（高２）

山本夢乃
やまもと   ゆの

 議員
（中３）

  なかの　　 れん

議員
（小６）

中野梨央
なかの　 　りお

議員
（中３）

里村優奈
さとむら 　ゆうな

議員
（高２）

濱田隆成
はまだ りゅうせい

議員
（小６）

髙 橋柚希
たかはし　ゆずき

議員
（高１）

寺嶋彩那
てらしま あやな

副議長
（中２）

小山夏生
  こやま   なつき

議員
（高１）

大井結暖
  おおい　 ゆいの

議員
（中３）

池本左近
いけもと  さこん

議員
（小６）

山下 桜
やました　さくら

議長
（中１）

岩　菜々花
いわさき    ななか

議員
（中３）

岩   栄人
いわさき  えいと

議員
（高１）

※一般質問の詳細につ
いては、町のホームペー
ジに掲載していますの
で、こちらのQRコード
からご覧ください。
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す
。

16

10

10

15

15

JR

 あだち　 ふうと

議員

「お化け屋敷で
 　　  由良町を明るく」

「楽器で由良町を
 　　　  明るく楽しく」

「空き校舎を使った
　　　　   学びの場を」

「子どもの遊び場
 　　　　　  について」

「JR紀伊由良駅
 　　　　　  について」

「子どもの
新しい遊び場の設置を」「由良町に水族館を」

「町民みんなが
　　　楽しめる場所を」

「通学に係る
　電車の増便について」

「通学路等への
　街灯の設置について」「空き家の利用について」「釣り大会の開催を」 「中学校屋内運動場の

エアコン設置について」
「駅前の
　朝の危険性について」

「駅周辺の
　　　活性化について」

山名町長の答弁議員席と傍聴席

（小６）
岡孝之輔
おか  こうのすけ

議員
（高２）

山本夢乃
やまもと   ゆの

 議員
（中３）

  なかの　　 れん

議員
（小６）

中野梨央
なかの　 　りお

議員
（中３）

里村優奈
さとむら 　ゆうな

議員
（高２）

濱田隆成
はまだ りゅうせい

議員
（小６）

髙 橋柚希
たかはし　ゆずき

議員
（高１）

寺嶋彩那
てらしま あやな

副議長
（中２）

小山夏生
  こやま   なつき

議員
（高１）

大井結暖
  おおい　 ゆいの

議員
（中３）

池本左近
いけもと  さこん

議員
（小６）

山下 桜
やました　さくら

議長
（中１）

岩　菜々花
いわさき    ななか

議員
（中３）

岩   栄人
いわさき  えいと

議員
（高１）

※一般質問の詳細につ
いては、町のホームペー
ジに掲載していますの
で、こちらのQRコード
からご覧ください。



　
新
入
生
の
皆
さ
ん
、
笑
顔
い
っ

ぱ
い
で
写
真
に
応
じ
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
「
こ
の
由
良
町

を
明
る
く
、
元
気
に
し
て
く
れ
る
」

そ
ん
な
予
感
を
感
じ
つ
つ
、
私
た

ち
議
会
広
報
編
集
委
員
会
も
今
年

２
月
の
改
選
に
伴
い
、
新
た
な
体

制
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
会
だ

よ
り
の
良
い
と
こ
ろ
を
継
続
・
発

展
さ
せ
、
町
民
の
皆
さ
ま
方
の
目

線
で
必
要
と
す
る
情
報
を
わ
か
り

や
す
く
、
お
届
け
で
き
る
よ
う
に

活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
武
）

編
集
後
記

新
し
い
季
節
が
始
ま
り
ま
し
た
、
由
良
小
新
一
年
生

52025
No.146

由良小学校ぴかぴかの 1年生にインタビュー

しゅう

けいさつかん

みき

おすしやさん

さんい

つりのめいじん
そうすけ

おすしやさん

ともあき

びようし

あお

トレーラーの
うんてんしゅ

つぐみ

とけいやさん

ゆうせい

おすしやさん

そうじろう

やきゅう
やりたいです

りく

パパみたいに
つよいひと

ゆうま

ひさやりょかんを
やりたいです

るな

おひめさま

ゆの

がっこうの
せんせい

ねね

アイドル

このあ

びようしに
なりたいです

あい

おはなやさん

あいり

デザイナー

議会広報編集委員会

委 員 長
副委員長
委 　 員
委 　 員
委 　 員

山本  大
岩﨑  武司
山口  太志
岩﨑  清和
三上  幸夫


